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Ｓ－４ 温暖化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検討のための温暖化影響の総合的評

価に関する研究 

２．影響予測の高度化及び経済評価に関する研究 

２－５．沿岸域における気候変動の複合的災害影響・リスクの定量評価と適応策に関する研究 

（５）温暖化に起因する海面上昇と豪雨災害による海岸・河川沿岸域の経済的損失評価 
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[要旨]H17年度～H19年度にかけて、（1）台風の強さによる経済損失を推定するモデルを確立し、

モデル地域において温暖化による台風リスクの増加を推定した。（2）豪雨と地震との複合影響を

考慮した斜面災害リスクの評価手法を開発し、2005年福岡県西方沖地震による志賀島の崩壊斜面

に適用した。（3）広域における斜面崩壊確率の評価手法を開発し、福岡県における降雨による斜

面災害ハザードマップとリスクマップを作成した。（4）九州地方地盤情報データを活用し、3082

本のボーリングデータによる福岡県の地盤地質を細分類し、貫入試験のN値から地盤強度の粘着力

と摩擦角を推定して、より精度の高いハザードマップを作成した。（5）提案したリスクマップの

作成における改良および精度検証に関する研究を行った。以上の研究成果を踏まえて、H20年では、

（1）本研究で提案した「斜面災害リスクマップの作成手法」による全国の斜面災害リスクマップ

を作成するために、経済損失の推定に必要な主な資産データを整備した。（2）全国の43の都道府

県における豪雨による斜面災害ハザードマップを作成した。（3）メッシュサイズの影響を検討す

るために、北九州市において1kmメッシュと100mメッシュを用いて、ハザードマップとリスクマッ

プを作成し、過去の崩壊データおよび急傾斜地崩壊危険箇地カルテによる精度検証を行った。詳

細な防災計画を検討するために、100mメッシュによる計算が必要ということが分かった。H21年で

は、（1）温暖化に伴う豪雨頻度の増加による斜面災害リスクの増加を推定するために、全国のア

メダスにおける観測された日降水量データを活用し、地域気候モデルで予測された今後豪雨の変

化データに基づいて、現段階、今後30年、50年と100年の日本全域における日降水量100mm以上と

なる豪雨の異常気候マップを作成した。（2）温暖化に起因する豪雨の年間出現頻度の増加を考慮

して、日本全域における豪雨による斜面災害リスクマップを作成し、斜面災害リスクの増加を定

量的に評価した。 
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１．はじめに 

温暖化に起因する異常気象としては、台風の大型化や豪雨の増加などが考えられる。台風・豪

352




